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ＨＴＭＬ－簡易マニュアル－
１．HTML
　ホームページは、一般にHTML (Hyper Text Markup Language) とよばれる言語を用いて構造的に書きます。
HTMLとは、WWWドキュメントの各構成要素（heads, paragraphs, tables, listsなど）を定義するためのスタイル（マークアップ・タグ（HTMLタグともいう）によって表される）の体系です。
　HTMLドキュメントとは、標準的なHTMLタグを含んでおり、ヘッド（head text）とボディー（body text）からなっています。ヘッドは表題を含み、ボディーは、段落やリスト、その他の要素からなる実際のテキスト（文章）を含んでいます。
　HTMLタグは、左カギ括弧( < )、タグ名、右カギ括弧( > ) からなります。通常、タグは、タグ命令の先頭にたつ スタートタグ と、タグ命令の末尾に位置する、タグ名の前にスラッシュ( / ) をつけた エンドタグ とで一対をなします。タグ名は、半角しか使えず、大文字、小文字は区別されません。
　以下にHTMLドキュメントの一例を示します。
――――――――――――――――――――――――――――――――――

<html>

<head>        

<title>2008年度 企業システム演習</title>

</head>

<body>

<p align="center"><font size="4">大東文化大学　経営学部　2008年度</font></p>

<p align="center"><font size="5">企業システム演習Ⅰ･Ⅱ</font>

<font size="4">（担当　　梅沢　豊）</font></p>

<hr>

<p align="center"><font size="5">第１回グループ研究</font></p>

<p><font size="4">教科書 『経営戦略論【新版】』 について、以下の分担でグループ研究を行い、６月以

降のゼミで順次発表すること。</p>

<pre><font size="4">分担

第１グループ　　教科書 第１章

第２グループ　　教科書 第２章

第３グループ　　教科書 第３章　　　　　　

第４グループ　　教科書 第４章

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上                    　　　　　　　　　

</font></pre>

<hr>

<p><font size="4"><a href="resume.html">戻 る</a></font></p>

</body>

</html>
――――――――――――――――――――――――――――――――――　

上記が文字だけを使った簡単なHTMLドキュメントの例です。このドキュメントには、ホームページ

     (URL: http://www.daito.ac.jp/~umesawa/infnet/08/HTMLdocexample1.html)

が対応していますので、参照してください。

　一般に、ホームページに対応するHTMLドキュメントは、Internet Explorer の「表示」→「ソース」で見ることができます。他人のホームページを研究することで、より充実したページを作ることが可能になります。ここでは基本的なことについてのみ説明します。

HTMLドキュメント全体の基本的な構成
・<html>から</html>までは、HTML文書（HTMLでコード化された情報）であることを示します。
・<head>から</head>の間には、文書全体の属性を表す情報が入ります。作成時に使用したワープロや作者名などが入ることもありますが、基本的にはタイトルがあれば十分です。上の例では、

<title>2008年度 企業システム演習</title>
の部分です。
・<body>から</body>までの間に、ホームページとして表示する部分が入ります。
セット命令
・<h★>～</h★>：★ 1～6   は～の文字の大きさの指定です。h1が一番大きく、h2、h3の順に小さくなっていきます。最小はh6です。
・<pre>～</pre>：～の部分のコンテンツ（テキストファイル）の文型（改行の位置など）を崩したくない場合に使います。～の部分のコンテンツはブラウザのサイズに関係なく、もとの文型で表示されます。
・<p>～</p>：２回改行した（空の１行の）後に、～の部分で一つの段落を形成する命令です。</p>は省略可能です。改行系のHTMLタグを入れない限り、～の部分のHTML文書中の改行やスペースは（たとえ複数あっても）、ホームページ上では、１個のスペースに圧縮されます。ただし、全角のスペースはスペースという文字として認識されますので、例えば４個の連続した全角スペースはそのまま４個の連続したスペースとして表示されます。改行は、テキストが画面に収まるようブラウザのウィンドウの幅に合わせて自動的に行われます。通常、この機能をテキストラップといいます。
・<div>～</div>：～の部分で一つの段落を構成します。<p>～</p>と違って、段落の前に空行が生じません。</div>は</p>と同様に省略可能です。
・<a href=" ">～</a>：～の部分は青く表示され、" "内に記されたアドレスをもつページ（ファイル）へのリンクが張られます。" "の中は、絶対パスでも相対パスでもかまいません。
・<ul>～</ul>：～の部分を一段右へインデントし、上下に１行空けます。<li>で始まるリストを挟むと、黒丸「・」付きのリストが表示されます。
・<ol>～</ol>：～の部分に<li>で始まるリストを挟むと、番号付きのリストが一段右にインデントし上下が空いた形で表示されます。
単独命令
・<hr>：区切り線を入れます。
・<br>：改行命令です。

・<li>: 行頭に「・」がつきます。ただし、<ol>～</ol>　は行頭が数字になります。
おまけ
・<body bgcolor="#ffffff"> </body>：<body> の応用で、ページの背景を白にします。色は " " の中で変えられます。通常の背景の色は、"#C3C3C3"です。また " " を使わずに、直接BLUEやREDと書くこともできます。
・<p align="center">～</p>、<div align="right">～</div>：<p>タグや<div>タグにalign属性を記述すると、テキスト～の行揃えの位置を指定することが出来ます。"left"、"center"、"right"で、それぞれ、左揃え、中揃え、右揃えを指定します。デフォルト値は左揃えです。
・<font color="BLUE">～</font>：～の部分の色が BLUE になります。YELLOW, GREEN など種々の色が使えます。

・<font size="4">～</font>：～の部分の文字のサイズが４に指定されます。サイズは１から７まで指定できます。この値が大きいほど文字が大きくなります。標準（何も指定しない場合）のサイズは３です

ページの保存

　テキスト形式で保存してください。ファイルの拡張子は「.html」とします。作ったページはブラウザで直接見ることができます。エクスプローラのファイル一覧表示領域に表示したファイル名（アイコン）を、ダブルクリックすれば、ブラウザが解釈した画面を見ることもできます。納得するまで修正して下さい。

２．ホームページの登録

　情報センターの PC にインストールされている FFFTP を用いてファイルをWWWサーバへ転送する方法など、作成したWebページ(ホームページ)を公開する方法が、大東文化学園総合情報センターのホームページに掲載されていますので、参照して下さい。

３．HTMLの初心者向けガイド

　イリノイ大学のコンピュータ・センター（NCSP：The National Center for Supercomputing Applications)が、インターネット上で公開していたガイド：“A Beginner's Guide to HTML”

     (URL: http://www.ncsa.uiuc.edu/General/Internet/WWW/HTMLPrimer.html)

が平易に書かれていて役に立ちました。しかし、今はこれが閉鎖されていて、代わりに、
· W3Schools: http://www.w3schools.com/html/default.asp 

· HTML Goodies: http://www.htmlgoodies.com/primers/html/ 

· HTML Code Tutorial: http://www.htmlcodetutorial.com/ 

の３サイトが推奨されています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
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